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担当者

　ヒマワリの子実には、本来リノール酸が多く含まれており、近年はリノール酸の過剰摂取が問題視されるように
なったことから、オレイン酸含有率を高めた改良品種が開発・栽培されている。中オレイン酸品種である油糧用ヒマ
ワリ「春りん蔵」（ホクレン）について、播種時期と採取子実の脂肪酸組成について検討した。

５月播種の「春りん蔵」の採取子実におけるオレイン酸含有率は63％以上であり、ナタネのオレイン酸含有率を
上回った。

窒素成分0～9kg/10aの範囲で施肥量を変えて施用しても、オレイン酸含有率に差は見られず、施肥量は脂肪
酸組成に関係しないものと判断された。

５月上旬から８月上旬まで順次播種したヒマワリの脂肪酸組成は、播種時期が遅くなるほどオレイン酸含有率
が減少して、リノール酸含有率が増加する傾向が見られた。
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ヒマワリ「春りん蔵」の中オレイン酸品種としての特性を活かすには、播種時期を早めるほど有利であると考え
られた
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